
行政機関が主導する都市デジタルツイン
NICT テストベッド分科会 データ分析・可視化TF

2025年7月2９日

公共コンサルティング本部

梅原暢紘



Copyright © Mitsubishi Research Institute 2

氏名 梅原暢紘（うめはら のぶひろ）

所属 株式会社三菱総合研究所

デジタルイノベーション部門

公共コンサルティング本部

行政DX戦略グループ グループリーダー

出身地 愛知県名古屋市

経歴 ~2008 大学院はタンパク質の研究（in silico）

2008~2019 行政システムコンサル（特に税関関連）

2020~2024 IT室・デジタル庁を兼務

2023~ 東京都デジタルツイン・VIRTUAL SHIZUOKA担当

2024~ 現職

趣味 登山（元々地図は好き） カメラ

自己紹介



Copyright © Mitsubishi Research Institute 3

都市デジタルツインとは
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⚫ サイバー空間（コンピューターやコンピューターネットワーク上

の仮想空間）上の“双子“、デジタルツインを構築

⚫ 種々の方法で取得・作成したフィジカル空間の都市レベル情報を掲載

- 建物や道路などのインフラ

- センサーなどから取得したデータ

⚫ 自治体・企業・市民の意思決定、政策立案に活用できる基盤

⚫ 行政保有各種データ（都市計画や地番現況図、ハザードマップ）を組み

合わせることが可能

⚫ 少子高齢化・人口減少、人流・物流の変化、気候変動の危機、首都直下

型地震への備え等等への活用を想定

⚫ 同様の取り組みとして国土交通省のProject PLATEAUがある。

海外他都市でも同様の取り組みが行われている（※1）がデータ掲載数等

で世界的にも先進的な事例となっている認識

デジタルツインの都市レベルでの取り組み

都市デジタルツインとは

画像出典） 東京都デジタルツイン実現プロジェクト 東京都デジタルサービス局 https : // info . tokyo-d ig i ta l twin .met ro .tokyo . lg . jp/ 閲覧日）2025年7月9日

※１） 【本編】デジタルツインの社会実装に向けたロードマップ第 3版 東京都デジタルサービス局 https : // info . tokyo -dig i ta l twin .metro . tokyo. lg . jp/docs/roadmap/roadmap_docs .pdf#page=37

閲覧日2025年7月9日

https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/docs/roadmap/roadmap_docs.pdf#page=37
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デジタルツインビューア可視化の取り組み
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⚫ 地図には様々な表現方法がある

⚫ 極端な例として、2次元の平面に再現するか、地球儀に再現するか

⚫ 元データを３Dビューアで使用している“地球儀”に沿って表示するために

以下の手順を実施する必要がある

- 参照座標系の変換

- ジオイド高の付与

⚫ 地図の基準として測地系（※1）が定義されており、空間座標系はそれに

基づきコード化（EPSG）されている。

- 日本付近は地殻変動をしているため、不定期に見直しが行われている（最新はJGD2024と

して2025年4月に改定されている）

- 地理空間系のプログラムではEPSGをもとに座標を相互変換する

空間座標系の変換

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） 東京都デジタルツイン３Dビューア 東京都デジタルサービス局 https : / /3dview. tokyo-d ig i ta l twin .met ro .tokyo . lg . jp/ 閲覧日）2025年7月9日

「上：地球儀」、「下：2次元」で三菱総合研究所作成

※１） 日本の測地系 |  国土地理院 https : //www.gs i .go . jp/sokuchiki jun/datum -main .html 閲覧日2025年7月9日

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/datum-main.html
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⚫ 航空機からレーザを照射し、水平位置・高さ・色（航空写真から

合成する場合もある）を取得し、数値化（バイナリファイルだ

が、下記は座標のみをテキスト化。XYZが表示されている）

⚫ 平面直角座標系（※１）は日本のエリアを複数に分け、原点から

のXY座標で位置が表現されるため、緯度経度に変換し、“地球儀

“に表示可能に変換を実施する

航空LP点群測量データ

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） 「点群データ活用研究会」の初年度活動成果を発表 「デジタルツイン技術」の活用でインフラ管理・森林管理などの自治体業務を効率化 |  MRI  三菱総合研究所

https : //www.mr i .co . jp/news/press/20240618.html 閲覧日）2025年7月9日

※１） わかりやすい平面直角座標系 |  国土地理院 国土地理院 閲覧日）2025年7月9日

画像）点群データの座標 三菱総合研究所作成

https://www.mri.co.jp/news/press/20240618.html
https://www.mri.co.jp/news/press/20240618.html
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html
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⚫ LPデータのうち、反射位置等の情報から地上の木や建物を取り除

いたデータ（DEM）を作成

⚫ この処理を行うだけでも樹木に覆われた地表面の形状から、遺跡の発見に至った例

もある（※1）

⚫ DEMを内挿補間を用い、グリッド上に整列

⚫ 作成したグリッドデータからTIN（三角網）を作成し地形とする

地形データの作成

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） Ces ium ht tps : //ces ium.com/blog/2015/12/18/terra in -quant izat ion/ 閲覧日）2025年7月9日

※１） VIRTUAL SHIZUOKA ｜静岡県全域を３次元点群データでデジタルアーカイブ 静岡県

https : //v i r tua lsh izuokapro ject .my.canva .s i te/#%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%92%E7%9F%A5%E3%82%8B 閲覧日）2025年7月9日

画像）点群データからのグリッドデータ作成イメージ 三菱総合研究所作成

画像）Cesiumにおける地形表現（サイト説明主旨は赤枠ボックス活用によるメモリ

削減方法）

https://cesium.com/blog/2015/12/18/terrain-quantization/
https://virtualshizuokaproject.my.canva.site/#%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%92%E7%9F%A5%E3%82%8B
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⚫ 7月9日現在、東京都で1123種類、静岡県で999種類、石川県で35種類のデータを掲載

⚫ LP（航空機から取得した点群）、 MMS（車両等から取得した）点群

⚫ 都市モデル（３D建物モデルや道路設備、港湾設備など）

⚫ ハザードマップ（浸水想定区域、地震、液状化、火山） 等

データ掲載状況

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） 東京都デジタルツイン3Dビューア 東京都デジタルサービス局 https : / /3dview. tokyo-d ig i ta l twin .met ro .tokyo . lg . jp/ 閲覧日）2025年7月24日

東京都デジタルツイン3Dビューア

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/
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⚫ 3次元的に可視化するだけでなく、属性値としてLP点群に基づく

標高値を表示する機能を作成

⚫ 測量の簡易版としての利用を想定（元データは公共測量として審査済み）

⚫ 標高データをGeotifデータとして画像化。標高が高いほど白く、標高値が明度に変

換されている

⚫ 実際に公開されているグリッドデータ（の平面直角座標を緯度経度変換して該当す

る位置）と同一の値が出るように、内挿補間方法については最近傍法を採用

- ３Dビューア上は赤丸がクリックされるが、最寄りの青丸の値を使うことにより、内挿補間

で滑らかに変換するような処理を行わない値を表示

標高表示機能の作成

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） 東京都デジタルツイン3Dビューア https :/ /3dv iew.tokyo -dig i ta l tw in.metro . tokyo . lg . jp/#share=s -xWZctKbrqtMKiFMD 閲覧日）2025年7月9日

※１） VIRTUAL SHIZUOKA｜静岡県全域を３次元点群データでデジタルアーカイブ

画像）最近傍法での標高表示イメージ 三菱総合研究所作成

平面直角座標第8系
を世界測地系に変換

赤丸標高を青丸の“間”とすると値が
変わるので、最寄り青丸の値を採用

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-xWZctKbrqtMKiFMD
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⚫ 建物モデル属性値を国土交通省サイバーポートインフラ分野

（※1）の台帳にオンラインでアクセスし、最新情報を取得

⚫ 更新頻度が建物そのものよりも頻繁となることが想定される、メンテナンス情報な

どの更新内容を即時で取得

- 早すぎて違いが分かりませんが、都度外部のAPIで最新情報を取得しています

⚫ 属性だけでなく、モデルも含めて統一的に管理された台帳から最新情報を取得する

方法を検討中

- リソース情報の共有については静岡県では静岡県 GIS（※2）で整備した情報との共通利用に

ついて、方法を検討中

⚫ 地理空間データ連携基盤（※３）の動向など、国の各種動

向も確認しながら効率化を検討中

サイバーポート連携機能の作成

デジタルツインビューア可視化の取り組み

画像出典） 東京都デジタルツイン3Dビューア https :/ /3dv iew.tokyo -dig i ta l tw in.metro . tokyo . lg . jp/#share=s -7RjJaq5OaQONhwwl 閲覧日）2025年7月9日

※１） Cyber  Port （サイバーポート港湾インフラ分野）ポータルサイト 国土交通省 https : //www.cyber -port .ml i t .go . jp/ inf ra/ 閲覧日）2025年7月9日

※２） 静岡県地理情報システム 静岡県 https : //www.g is .pref .sh izuoka . jp/?z=9&l l=34.9791%2C138.3831&t=roadmap&mp=11001&op=70&vlf=000afff fff00000040 閲覧日）2025

年7月9日

※３） スマートシティリファレンスアーキテクチャ別冊「地理空間データ連携基盤」 内閣府科学技術・イノベーション推進事務局 https : //www8.cao.go . jp/cstp/soc iety5 _0/smartc ity/scra -geospat ia ldata .pdf

閲覧日）2025年7月9日

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/#share=s-7RjJaq5OaQONhwwl
https://www.cyber-port.mlit.go.jp/infra/
https://www.gis.pref.shizuoka.jp/?z=9&ll=34.9791%2C138.3831&t=roadmap&mp=11001&op=70&vlf=000affffff00000040
https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/smartcity/scra-geospatialdata.pdf
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3次元データを活用するための課題
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課題 ３D表示はデータ量が多く、表示に時間がかかる。感覚的に利用が憚られる部分が否めない

⚫ 利用している３DTilesデータやタイル形式やベクトル形式等、各種データ形式や軽量化で表示が早くなる取り組みを実施

⚫ それでも端末のスペックに依存し、複数のデータを扱うとキャッシュの上限を超えて落ちるといった状況が発生する（特にモバイル）

⚫ カーナビや３Dゲームなどの感覚に比べて“遅い”との評価はいただくが、具体的な利用用途が不明確でベンチマークとして評価できない

解決策 用途別での利用を検討し、３Dビューアの存在意義や用途も現在整理中

⚫ 具体的なユースケース開発・活用方法を継続検討中

- 地下埋設物可視化（※１）や職員による点群取得（ ※２）など

3次元のデータ活用を原課とも協力しながら実施

⚫ 表示を軽くして、より見た目がきれいなデータを載せるなど、イメージ向上にも配慮

- 地形データや選択可能なデータを軽量化

- Google社が提供するデータを表示可能として視認性向上

表示速度に関する課題

3次元データを活用するための課題

画像出典） 東京都デジタルツイン3Dビューア（簡易版） 東京都 https : //3dv iew. tokyo -dig i ta l twin .metro . tokyo. lg . jp/?&_ga=2.3267065.815897942.1751959241 -

2116987709.1750145783#conf igUr l=s imple . json 閲覧日）2025年7月9日

※１） 実証02 地下埋設物の3D化による業務改善効果検証 |  東京都デジタルツイン実現プロジェクト 東京都 https : // info . tokyo -dig i ta l twin .metro . tokyo . lg . jp/z issyou02/ 閲覧日）2025年7月16日

※２） ベータ版事業02 都市のデータ整備の新たな仕組みの検証 |  東京都デジタルツイン実現プロジェクト 東京都 https : // info . tokyo -dig i ta l twin .metro . tokyo. lg . jp/kensyou02_2023/ 閲覧日）2025年7月16日

https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/?&_ga=2.3267065.815897942.1751959241-2116987709.1750145783#configUrl=simple.json
https://3dview.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/?&_ga=2.3267065.815897942.1751959241-2116987709.1750145783#configUrl=simple.json
https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/zissyou02/
https://info.tokyo-digitaltwin.metro.tokyo.lg.jp/kensyou02_2023/
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課題 活用の必要性は認識されているものの、職員の自主的な活用にはハードルが高い

⚫ GISソフトでも参照座標系変換機能を活用するにはなかなか難しい

⚫ CUIのみのソフトウェアを活用するとなると更にハードルが高い

⚫ デバイスやツールが充実してきているが、何をどう使えばいいのかのイメージがつけられる人が限られている

解決策 リテラシー向上に加え、特定ユースケースに特化した自動化の作りこみを実施

⚫ 国交省PLATEAUではCMSを提供し、CityGMLから３DTilesデータ、PLATEAU View上への可視化の自動化を実施

⚫ 東京都も地理空間情報を自動でビューアに掲載するための登録アプリケーション（東京都職員のみ利用可能）を構築し、業務データの

可視化を実施中

解決策？ ２Dデータは再利用性の高い配信を実施

⚫ 地理空間データ連携基盤の取り組みに示された配信形式のデータ提供があればより気軽にデータを可視化可能（配信実施者の利用料や

元データの作成の問題は別途残る。。。）

⚫ ３Dデータも他の地図アプリで表示可能だが、２D地図系（Mapbox等）か、“地球儀“系（Cesium等）で大きく異なるので、デファク

トスタンダードとして何が生き残るか。。。

地理空間情報とGIS活用のリテラシー向上が必要

3次元データを活用するための課題
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